


町
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
の
新
春
を
ご
健
勝
で
お

迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

平
素
よ
り
町
政
に
対
し
ま
し
て
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
平
成

22
年
に
空
知
か
ら
上
川
に
移
行
し
た

際
の
大
き
な
政
治
課
題
で
あ
り
ま
し

た
衆
議
院
小
選
挙
区
の
改
正
が
７
月

に
施
行
さ
れ
、
選
挙
区
が
10
区
か
ら

６
区
へ
移
管
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

道
政
と
国
政
の
区
割
り
が
一
致
す
る

こ
と
で
今
後
の
町
づ
く
り
に
大
き
な

手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
幌
加
内
と
上
川
管
内
を
結
ぶ
公
共

交
通
に
つ
い
て
、
試
験
運
行
し
て
お

り
ま
し
た
「
ほ
ろ
み
ん
号
」
が
、
市

町
村
運
営
有
償
運
送
と
し
て
国
か
ら

９
月
に
正
式
に
認
可
を
受
け
、
10
月

か
ら
有
償
で
本
格
運
行
と
な
り
ま
し

た
。

　
こ
の
２
件
に
つ
き
ま
し
て
は
移
管

当
時
か
ら
の
大
き
な
行
政
課
題
で
あ

り
ま
し
た
が
、
各
関
係
機
関
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
経
て
７
年
と
半
年
を

か
け
よ
う
や
く
解
決
で
き
た
と
こ
ろ

で
す
。

　
ま
た
、
開
基
１
２
０
年
と
い
う
記

念
の
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
記
念
事

業
と
し
て
町
民
焼
肉
パ
ー
テ
ィ
ー
の

開
催
や
カ
レ
ン
ダ
ー
の
配
付
を
行
い

ま
し
た
。
焼
肉
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、

町
民
約
５
０
０
人
の
参
加
を
い
た
だ

き
、
一
堂
に
会
し
て
有
意
義
な
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
朱
鞠
内
小
学
校
及
び
上
幌
加
内

自
治
区
に
お
い
て
も
、
開
校
・
創
立

１
０
０
周
年
を
そ
れ
ぞ
れ
迎
え
、
記

念
す
べ
き
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
更

な
る
飛
躍
を
ご
祈
念
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

幌
加
内
高
校
に
お
い
て
は
、「
第

７
回
全
国
高
校
生
そ
ば
打
ち
選
手
権

大
会
」
で
団
体
、
個
人
と
も
に
優
勝

し
、北
海
道
開
発
局
が
主
催
す
る「
わ

が
村
は
美
し
く

－

北
海
道
」
運
動
第

８
回
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
大
賞
を
受
賞
、

ま
た
、
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
農
業
大
賞

の
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
、
幌
加
内
中

学
校
で
は
、
女
子
個
人
で
「
第
47
回

全
国
中
学
校
剣
道
大
会
」
に
出
場
、

小
学
生
で
は
全
国
内
水
面
漁
業
協
同

組
合
が
主
催
す
る
「
第
16
回
全
国
川

を
守
る
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
お
い

て
、
連
合
会
会
長
表
彰
に
輝
き
東
京

で
の
表
彰
式
に
招
か
れ
ま
し
た
。

　
次
世
代
を
担
う
児
童
・
生
徒
の
大

活
躍
に
よ
り
、
幌
加
内
町
の
名
を
全

国
に
広
め
、
町
民
に
勇
気
と
感
動
を

与
え
て
頂
い
た
こ
と
に
大
変
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
農
業
関
係

で
は
、
春
先
の
天
候
不
順
に
よ
り
、

作
業
が
大
幅
に
遅
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
後
は
平
年
並
み
か
ら
高
い
気
温
で

推
移
し
、
豊
作
基
調
で
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
収
穫
時
の
台
風
直
撃
、
時

期
は
ず
れ
の
ヨ
ト
ウ
虫
の
発
生
に
よ

り
被
害
が
で
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

水
稲
、
そ
ば
、
そ
の
他
畑
作
物
も
平

年
作
を
下
回
っ
た
も
の
が
多
く
、
畜

産
関
係
も
個
体
販
売
や
生
乳
数
量
の

落
ち
込
み
も
あ
り
、
農
畜
産
物
販
売

で
は
前
年
よ
り
一
割
程
度
減
る
見
込

み
で
農
家
経
済
は
総
じ
て
今
ひ
と
つ

の
感
が
あ
る
年
と
な
り
ま
し
た
。
こ

こ
数
年
は
、
生
産
量
販
売
額
の
減
少

が
続
い
て
お
り
、
日
欧
経
済
連
携
協

定
や
環
太
平
洋
連
携
協
定
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
中
、
今
年
こ
そ
は
稔
り

多
き
秋
を
迎
え
る
こ
と
を
願
う
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
本
町
は
、
自
然
的
・
社
会
的
条
件

の
厳
し
い
中
に
あ
り
、
少
子
高
齢
化
、

過
疎
化
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま

す
が
、
一
次
産
業
同
様
、
大
変
厳
し

さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
商
工
業
の
振

興
、
住
民
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
保
健
・
福
祉
・
医
療･

教
育

行
政
等
に
お
け
る
ソ
フ
ト
事
業
等
、

行
政
全
般
に
お
け
ま
す
継
続
事
業
の

着
実
な
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
は
、
私
に
与
え
ら
れ
た
任
期

の
締
め
く
く
り
の
年
で
す
が
、
第
７

次
総
合
振
興
計
画
の
基
本
理
念
で
あ

り
ま
す
「
人
に
自
然
に
や
さ
し
い
故

郷
づ
く
り
」
を
念
頭
に
、
町
民
の
皆

様
と
と
も
に
支
え
あ
い
、
と
も
に
考

え
、
と
も
に
町
政
を
築
き
上
げ
る
た

め
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て
取
組
ん

で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
協
力
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
に
、
平
成
30
年
が
皆
様
に
と

り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
念
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　幌
加
内
町
長

細
　川
　雅
　弘
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新年あけまして
おめでとうございます



　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
で
輝

か
し
い
新
年
を
ご
家
族
と
お
揃
い
で

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
ま
た
、
平
素
よ
り
議
会
活
動
及
び

町
政
推
進
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
本
町

に
と
っ
て
大
き
な
政
治
的
課
題
が
い

く
つ
か
解
決
さ
れ
た
年
で
あ
り
ま
し

た
。

　
平
成
22
年
に
、
幌
加
内
町
が
空
知

か
ら
上
川
へ
移
管
し
て
か
ら
の
懸
案

事
項
で
あ
り
ま
し
た
「
衆
議
院
小
選

挙
区
の
区
割
り
」
も
1₀
区
か
ら
６
区

へ
改
正
さ
れ
、
先
に
執
行
さ
れ
た
第

₄₈
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
か
ら
適
用

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
国
政
と
道
政
が
一
体
と
な
り
、

本
町
の
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
に
大

き
な
期
待
が
も
て
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
平
成
2₆
年
1₀
月
か
ら
無
償

実
証
試
験
と
し
て
運
行
し
て
お
り
ま

し
た
幌
加
内
か
ら
旭
川
間
の
乗
り
合

い
バ
ス
「
ほ
ろ
み
ん
号
」
が
、
本
年

1₀
月
２
日
か
ら
正
式
路
線
と
し
て
有

償
運
行
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
長
年

の
懸
案
事
項
で
あ
り
ま
し
た
公
共
交

通
の
整
備
に
向
け
、
よ
う
や
く
第
一

歩
を
踏
み
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
も
住
民
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
地
域

公
共
交
通
体
系
の
整
備
が
求
め
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
農

業
は
、
５
月
中
旬
か
ら
６
月
に
か
け

て
の
天
候
不
良
に
よ
り
、
春
作
業
が

大
幅
に
ず
れ
込
み
ま
し
た
が
、
そ
の

後
は
平
年
並
み
か
ら
高
い
気
温
で
推

移
し
、
８
月
の
作
況
時
点
で
は
豊
作

の
基
調
を
し
め
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

収
穫
時
の
台
風
直
撃
、
次
期
は
ず
れ

の
ヨ
ト
ウ
虫
の
発
生
等
に
よ
り
被
害

が
大
き
く
出
て
し
ま
い
、
農
家
の
皆

様
や
関
係
各
位
の
た
ゆ
み
な
い
努
力

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
厳
し
い
出
来
秋

と
な
っ
た
こ
と
は
非
常
に
残
念
で
あ

り
ま
す
。
今
年
は
、
生
産
者
の
ご
努

力
が
実
を
結
び
、
豊
か
な
実
り
の
秋

と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り

し
て
お
り
ま
す
。

　
幌
加
内
町
の
人
口
は
、
昭
和
17
年

で
１
３
，
０
０
０
人
余
り
で
し
た
が
、

こ
の
年
を
ピ
ー
ク
に
人
口
は
年
々
減

少
を
続
け
平
成
2₉
年
３
月
末
で
は
、

１
，
５
４
６
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
数
年
、
そ
の

減
少
率
は
極
め
て
低
く
、
平
成
2₇
年

４
月
開
設
さ
れ
た
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
テ
ル
ケ
ア
の
開
設
や
Ｕ
タ
ー

ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
に
よ
る
転
入
者
の
増

加
が
人
口
減
少
を
微
減
に
し
て
い
る

も
の
と
考
え
ま
す
。
今
後
も
子
育
て

を
し
や
す
い
町
の
イ
メ
ー
ジ
を
定
着

さ
せ
、
将
来
を
見
据
え
た
高
齢
者
対

策
な
ど
、
多
様
化
す
る
社
会
情
勢
に

対
応
し
得
る
町
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

新
た
な
潮
流
を
先
取
り
し
つ
つ
、

町
民
の
皆
様
と
と
も
に
町
の
将
来
像

を
し
っ
か
り
見
据
え
、
地
域
の
特
性

に
基
づ
い
た
独
自
の
行
財
政
執
行
上

の
重
要
事
項
に
適
正
で
公
平
妥
当
な

結
論
を
求
め
議
会
運
営
に
取
り
組
ん

で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
な
お
一
層
の

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

新
し
い
年
が
活
力
に
溢
れ
、
皆
様
の

笑
顔
輝
く
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

新
春
の
ご
挨
拶

　
　
　幌
加
内
町
議
会
議
長

小
　川
　雅
　昭
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敏

〃

　
山　
内　
勝　
治

〃

　
仙　
丸　
孝　
司

〃

　
蔵　
前　
文　
彦

〃

　
横　
窪　
敏　
明

〃

　
中　
西　
　
　
博

事
務
局
長　
村　
上　
雅　
之

事
務
局
次
長
兼
農
地
係
長
事
務
取
扱

柏　
原　
　
　
潤

農

地

係　
北　
村　
卓　
也

○
選
挙
管
理
委
員
会

委

員

長　
谷　
川　
　
　
優

職
務
代
理　
坂　
本　
規　
康

委

員　
新　
江　
宏　
文

〃

　
岩　
本　
靖　
幸

補

充

員　
高　
山　
京　
子

〃

　
吉　
成　
克　
彦

〃

　
花　
岡　
美
智
子

〃

　
能　
代　
惠　
子

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委

員

長　
畑　
　
　
正　
男

委

員　
髙　
山　
友　
樹

〃

　
伊　
藤　
幸　
博

〇
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

会

長　
山　
下　
俊　
明

会
長
代
理　
中　
西　
　
　
博

委
　

員　
森　
﨑　
龍　
郎

〃

　
杉　
山　
修　
一

〃

　
山　
本　
清　
志

〃

　
仙　
丸　
孝　
司

〇
町
有
林
運
営
委
員
会

委

員

長　
鈴　
木　
　
　
努

副
委
員
長　
田　
丸　
利　
博

委

員　
春　
名　
久　
士

〃

　
岩　
館　
正　
宣

〇
町
営
住
宅
入
居
者
選
考
委
員
会

委

員

長　
白　
坂　
孝　
司

委

員　
田　
中　
冨
士
夫

〃

　
小　
関　
和　
明

〃

　
中　
川　
秀　
雄

〃

　
杉　
山　
八
重
子

〃

　
能　
代　
義　
秀

〃

　
北　
村　
和　
子

〃

　
德　
重　
　
　
隆

〃

　
水　
上　
尚　
澄
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男
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会
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副

会
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明

委
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秀
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髙　
橋　
敏　
幸

〃

　
杉　
山　
　
　
守

〃

　
山　
本　
清　
志

〃

　
村　
上　
　
　
悟

〃

　
村　
上　
雅　
之

事
務
局
員　
鈴　
木　
藤　
雄

〇
農
業
振
興
資
金
融
資
審
議
会

委

員　
笠　
井　
正　
展

〃

　
古　
屋　
一　
郎

〃

　
田　
丸　
利　
博

〃

　
鈴　
木　
　
　
努

〃

　
林　
　
　
勝　
美

〃

　
村　
上　
　
　
悟

〇
登
録
商
標
使
用
審
議
会

会

長　
椋　
井　
　
　
功

副

会

長　
小　
関　
和　
明

委

員　
田　
丸　
利　
博

〃

　
永　
山　
鑑　
三

〃

　
村　
上　
　
　
悟

〇
産
業
貢
献
者
選
考
審
議
会

会

長　
小　
関　
和　
明

会
長
代
理　
笠　
井　
三　
貴

委

員　
小　
川　
雅　
昭

〃

　
齋　
藤　
雅　
文

〃

　
稲　
見　
浩　
一

〃

　
田　
丸　
利　
博

〇
奨
学
資
金
審
議
会

委

員　
小　
関　
和　
明

〃

　
髙　
橋　
勝　
好

〃

　
渡　
辺　
幸　
司

〃

　
水　
上　
尚　
澄

〃

　
大　
野　
奈
緒
美

〃

　
塚　
田　
　
　
隆

〃

　
林　
　
　
勝　
美
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〇
社
会
教
育
委
員
会
兼
生
涯
学
習
セ

　
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
委
員

委

員

長　
塚　
田　
　
　
隆

副
委
員
長　
麻　
木　
澄　
子

委

員　
渡　
辺　
幸　
司

〃

　
番　
水　
一　
光

〃

　
中　
村　
康　
隆

〃

　
阿　
部　
辰　
蔵

〃

　
近　
藤　
寿
美
子

▽
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
長

清　
原　
吉　
典

▽
中
央
公
民
館

館

長　
清　
原　
吉　
典

▽
沼
牛
地
区
館

運
営
委
員
長　
德　
重　
久
美
子

館

長　
德　
重　
　
　
隆

▽
政
和
地
区
館

運
営
委
員
長　
笠　
井　
政　
彦

館

長　
畑　
　
　
正　
男

▽
添
牛
内
地
区
館

運
営
委
員
長　
矢
箆
原　
政　
勝

館

長　
小　
川　
雅　
昭

▽
朱
鞠
内
地
区
館

運
営
委
員
長　
山　
下　
俊　
明

館

長　
遠　
藤　
友　
文

▽
母
子
里
地
区
館

運
営
委
員
長　
渡　
来　
美　
香

館

長　
日　
野　
　
　
昭

〇
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

委

員

長　
大　
森　
正　
明

副
委
員
長　
畑　
　
　
正　
志

委

員　
山　
本　
理
智
子

〃

　
藤　
井　
　
　
祐

〃

　
大　
平　
美
恵
子

〃

　
関　
口　
　
　
豪

〃

　
尾　
﨑　
智　
行

〃

　
蔵　
前　
文　
彦

〃

　
上　
村　
直　
弘

〃

　
新　
江　
有　
希

〇
保
健
・
医
療
・
福
祉
総
合
サ
ー
ビ

　
ス
推
進
会
議

議

長　
井　
上　
憲　
明

副

議

長　
水　
上　
尚　
澄

委

員　
田
井
中　
雄　
二

〃

　
山　
下　
俊　
明

〃

　
椋　
井　
巴
麿
子

〃

　
森　
﨑　
龍　
郎

〃

　
堀　
　
　
直　
央

〃

　
畠　
山　
重　
夫

〃

　
白　
坂　
孝　
司

〃

　
川　
勝　
　
　
勝

〃

　
番　
田　
幸　
子

〃

　
水　
谷　
修　
一

〃

　
小
野
田　
直　
子

〃

　
宮　
川　
恵　
秀

〃

　
松　
林　
是　
倫

〇
民
生
委
員
協
議
会

会

長　
水　
上　
尚　
澄

副

会

長　
山　
下　
俊　
明

副

会

長　
椋　
井　
巴
麿
子

民
生・児
童
委
員　
市　
川　
喜　
春

〃

　
篠　
原　
紀
代
枝

〃

　
北　
村　
和　
子

〃

　
花　
岡　
美
智
子

〃

　
藤　
野　
勝　
正

〃

　
能　
代　
義　
秀

〃

　
中　
西　
久
美
子

〃

　
笠　
井　
マ
リ
子

〃

　
宮　
原　
光　
恵

主
任
児
童
委
員　
森　
﨑　
ま
り
こ

〃

　
堺　
　
　
征　
子

〇
人
権
擁
護
委
員

委

員　
竹　
村　
見　
吾

〃

　
山　
口　
久
美
子

〇
保
護
司
幌
加
内
支
部

支

部

長　
水　
上　
尚　
澄

保

護

司　
水　
上　
尚　
澄

〃

　
吉　
成　
克　
彦

〃

　
加　
藤　
敏　
惠

〃

　
大　
森　
正　
明

〃

　
川　
原　
　
　
誠

○
行
政
相
談
委
員

水　
上　
尚　
澄

〇
身
体
障
害
者
相
談
員

川　
勝　
　
　
勝

〇
知
的
障
害
者
相
談
員

番　
田　
幸　
子

〇
深
川
地
区
消
防
組
合

▽
幌
加
内
消
防
団

団

長　
髙　
山　
友　
樹

副

団

長　
中　
村　
雅　
義

第
一
分
団
長　
寺　
崎　
嘉　
男

副
分
団
長　
長　
崎　
孝　
一

第
二
分
団
長　
大　
森　
正　
明

副
分
団
長　
仙　
丸　
孝　
司

▽
幌
加
内
支
署

支

署

長　
水　
谷　
修　
一

副
支
署
長
兼
主
幹
（
消
防
団
担
当
）

　
藤　
原　
秀　
一

主
幹
（
庶
務
担
当
）
兼
庶
務
係
長

　
有　
働　
裕　
妃

庶
務
係
主
任
兼
救
急
救
助
係
主
任

　
中　
川　
佳　
太

庶
務
係
兼
救
急
救
助
係

　
倉　
内　
陽　
平

消
防
団
係
長　
野　
原　
恵　
一

消
防
団
係
兼
予
防
係

　
山　
谷　
洋　
人

主
幹
（
救
急
救
助
・
警
防
担
当
）

横　
川　
正　
明

警
防
係
長　
腰　
越　
真　
人

警
防
係
主
任
兼
予
防
係
主
任

及　
川　
竜　
平

救
急
救
助
係
長　
岡　
田　
　
　
伸

救
急
救
助
係
兼
警
防
係

　
石　
川　
義　
光

主
幹
（
予
防
担
当
）
兼
朱
鞠
内
分
遣
所
長

　
椋　
井　
義　
友

予
防
係
長　
髙　
橋　
　
　
優

予
防
係
兼
警
防
係　
鈴　
木　
恭　
平

▽
幌
加
内
消
防
団
後
援
会

会

長　
番　
水　
一　
光

副

会

長　
田　
中　
義　
博

会

計　
杉　
山　
　
　
守

理

事　
仙　
丸　
孝　
造

〃

　
木　
下　
惠
二
郎

〃

　
中　
南　
裕　
行

代
表
監
事　
笠　
井　
政　
彦

監

事　
白　
坂　
孝　
司

▽
幌
加
内
町
防
火
管
理
協
会

会

長　
林　
　
　
勝　
美

副

会

長　
飛　
島　
志　
信

会

計　
髙　
橋　
寿　
宜

▽
幌
加
内
ま
と
い
会

会

長　
番　
水　
一　
光

副

会

長　
菊　
地　
忠　
行

会

計　
羽　
田　
公　
一

〇
校
長
会

会

長　
渡　
辺　
幸　
司

〇
町
内
学
校
長
・
教
頭

幌
加
内
小
校
長　
渡　
辺　
幸　
司

　

〃　
教
頭　
玉　
造　
　
　
至

幌
加
内
中
校
長　
石　
橋　
克　
敏

　

〃　
教
頭　
岸　
田　
賢　
治

朱
鞠
内
小
校
長　
遠　
藤　
友　
文

幌
加
内
高
校
校
長　
永　
山　
鑑　
造

　

〃　
教
頭　
保　
格　
秀　
規

〇
幌
加
内
町
教
育
研
究
会

会

長　
渡　
辺　
幸　
司

〇
社
会
福
祉
法
人
幌
加
内
町
社
会
福

　
祉
協
議
会

会

長　
井　
上　
憲　
明

副

会

長　
篠　
原　
正　
治

〃

　
白　
坂　
孝　
司

理

事　
宮　
川　
恵　
秀

〃

　
水　
上　
尚　
澄

〃

　
宮　
下　
卓　
久

〃

　
山　
下　
俊　
明

監

事　
番　
田　
敏　
幸

〃

　
麻　
木　
澄　
子

事
務
局
長　
田
井
中　
雄　
二

事
務
局
員　
國　
﨑　
成　
俊

居
住
管
理
責
任
者　
湯　
浅　
久　
枝

〈
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
〉

管

理

者　
田
井
中　
雄　
二

業
務
係
長
（
生
活
相
談
員
）　

松　
本　
千
代
美

生
活
相
談
員
兼
介
護
員

　
飛　
渡　
喜
久
郎

看
護
師
兼
介
護
員　
新　
江　
有　
希

〈
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
〉

管

理

者　
田
井
中　
雄　
二

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者

　
皆　
川　
眞
由
美

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー　
宮　
田　
由　
香

福
寿
荘
管
理
責
任
者　草　

島　
俊　
之

〈
幌
加
内
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー

「
し
ゃ
き
ょ
う
」〉

管
理
者
・
介
護
支
援
専
門
員

松　
本　
千
代
美

介
護
支
援
専
門
員　
新　
江　
有　
希

〇
幌
加
内
町
高
齢
者
事
業
団

会

長　
畠　
山　
重　
夫

副

会

長　
大　
森　
広　
一

理

事　
本　
間　
眞
喜
雄

〃

　
伊　
東　
文　
子

〃

　
中　
河　
滋　
登

監

事　
藤　
野　
勝　
正

〃

　
赤　
松　
真
理
子

事

務

長　
菊　
地　
勝　
美
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〇
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

会

長　
番　
水　
英　
世

副

会

長　
鈴　
木　
秀　
明

〃

　
大　
森　
百
合
子

〇
遺
族
会

会

長　
中　
西　
　
　
徹

副

会

長　
中　
谷　
道　
春

〃

　
中　
川　
一　
夫

〇
幌
加
内
町
共
同
募
金
委
員
会

会

長　
篠　
原　
正　
治

副

会

長　
井　
上　
憲　
明

〃

　
白　
坂　
孝　
司

〇
交
通
安
全
推
進
委
員
会

会

長　
細　
川　
雅　
弘

〇
交
通
安
全
指
導
員
会

会

長　
白　
坂　
孝　
司

副

会

長　
宮　
下　
卓　
久

指

導

員　
大　
森　
正　
明

〃

　
尾　
島　
広　
子

〃

　
田　
中　
義　
博

〃

　
大　
倉　
英　
行

〃

　
近　
藤　
こ
ず
え

〃

　
番　
田　
幸　
子

〃

　
杉　
山　
　
　
守

〇
交
通
安
全
協
会

会

長　
番　
水　
一　
光

副

会

長　
中　
西　
　
　
徹

〃

　
谷　
川　
　
　
優

〇
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ

会

長　
中　
村　
康　
隆

〇
町
内
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

幌
加
内
小　
中　
村　
康　
隆

幌
加
内
中　
森　
﨑　
龍　
郎

朱
鞠
内
小　
小　
川　
生　
吹

幌
加
内
高
校　
藤　
野　
未　
央

〇
体
育
協
会

会

長　
番　
水　
一　
光

副

会

長　
番　
田　
幸　
子

〃

　
椋　
井　
　
　
功

〇
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

本

部

長　
番　
水　
一　
光

〇
文
化
連
盟

会

長　
増　
井　
　
　
進

副

会

長　
高　
橋　
清　
美

〃

　
麻　
木　
澄　
子

○
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　
　
　

会

長　
山　
下　
俊　
明

副

会

長　
阿　
部　
辰　
蔵

理

事　
関　
口　
　
　
誠

〃

　
笠　
井　
政　
彦

〃

　
日　
野　
　
　
昭

○
自
衛
隊
協
力
会　

会

長　
細　
川　
雅　
弘

副

会

長　
白　
坂　
孝　
司

〃

　
小　
川　
雅　
昭

○
自
衛
隊
募
集
相
談
員　

名
誉
相
談
員　
岡　
田　
壽　
夫

相

談

員　
椿　
　
　
金　
市

〃

　
中　
村　
雅　
義

〃

　
德　
重　
　
　
隆

〇
北
方
領
土
返
還
協
力
員

井　
上　
信　
子

〇
農
地
整
備
事
業
促
進
期
成
会

会

長　
村　
上　
賢　
誠

副

会

長　
鈴　
木　
　
　
努

〇
道
道
旭
川
幌
加
内
線
道
路
整
備
促

　
進
期
成
会　

会
長
（
町
長
）　
細　
川　
雅　
弘　

副
会
長
（
旭
川
市
長
）

　
西　
川　
将　
人

　
〃　
（
鷹
栖
町
長
）

　
谷　
　
　
寿　
男

〇
幌
加
内
土
地
改
良
区

理

事

長　
稲　
見　
浩　
一

理
事
長
代
理　
德　
重　
　
　
隆

理

事　
篠　
原　
　
　
剛

〃

　
古　
林　
　
　
茂

〃

　
谷　
岡　
正　
則

〃

　
南　
谷　
秀　
明

総
括
監
事　
横　
窪　
敏　
明

監

事　
蔵　
前　
文　
彦

総
務
課
長　
本　
家　
　
　
徹

総
務
係
長
兼
会
計
係
長
（
嘱
託
）

　
帯　
川　
さ
つ
き

技
術
課
長　
髙　
橋　
一　
之

技
術
係
長　
堂　
田　
賢　
一

〇
幌
加
内
町
土
地
改
良
推
進
協
議
会

事
務
局
長　
本　
家　
　
　
徹

事
務
局
次
長
兼
土
地
改
良
第
１
係
長

髙　
橋　
一　
之

事
業
課
長
兼
管
理
係
長

　

 

川　
崎　
光　
夫

事
業
課
技
術
長　
石　
黒　
政　
士

土
地
改
良
第
２
係
長

 

　
堂　
田　
賢　
一

土
地
改
良
第
３
係
長

 

　
　
進　
藤　
清　
彦

会
計
係
長（
嘱
託
）
　

 

帯　
川　
さ
つ
き

〇
き
た
そ
ら
ち
農
業
協
同
組
合

（
幌
加
内
支
所
分
）

理
事
（
地
区
代
表
理
事
）

　
田　
丸　
利　
博

地
区
理
事　
古　
屋　
一　
郎

支

所

長　
林　
　
　
勝　
美

金
融
共
済
課
長　
前　
田　
み
ゆ
き

金
融
共
済
課
考
査
役

　
武　
石　
秀　
之

営
農
課
長　
荒　
田　
勇　
次

営
農
課
主
査　
墓　
田　
準　
也

〃

　
楠　
木　
貴　
博

〃

　
岩　
本　
貴
誉
恵

資
材
課
長　
丸　
岡　
章　
一

資
材
課
主
査　
清　
原　
桂　
子

農
機
自
動
車
整
備
工
場

工

場

長　
松　
本　
好　
人

主

査　
宮　
田　
光　
利

幌
加
内
給
油
所
長　
竹　
田　
　
　
浩

営
農
課（
課
長
待
遇
）（
土
地
改
良
区
出
向
）

 

　
川　
崎　
光　
夫

〇
そ
ば
活
性
化
協
議
会

会

長　
清　
原　
　
　
覺

副

会

長　
田　
丸　
利　
博

〃

　
小　
関　
和　
明

〃

　
中　
南　
裕　
行

理

事　
鈴　
木　
　
　
努

〃

　
古　
屋　
一　
郎

〃

　
村　
上　
勝　
彦

〃

　
仙　
丸　
孝　
司

〃

　
坂　
本　
勝　
之

〃

　
村　
上　
曜　
子

監

事　
番　
水　
一　
光

〃

　
中　
村　
雅　
義

事
務
局
長　
髙　
山　
正　
則

〇
幌
加
内
町
商
工
会

会

長　
小　
関　
和　
明

副

会

長　
伊　
藤　
秀　
明

〃

　
髙　
橋　
敏　
幸

理

事　
山　
本　
清　
志

〃

　
関　
口　
俊　
司

〃

　
阿　
部　
勝　
次

〃

　
佐　
藤　
重　
夫

〃

　
川　
嶋　
教　
弘

〃

　
伊　
藤　
広　
美

監

事　
坂　
本　
規　
康

〃

　
新　
江　
宏　
文

経
営
指
導
員　
鈴　
木　
藤　
雄

補

助

員　
髙　
橋　
寿　
宜

一
般
職
員　
古　
屋　
大　
輔

〇
朱
鞠
内
湖
淡
水
漁
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長　
髙　
山　
友　
樹

組
合
長
代
理　
中　
南　
裕　
行

理

事　
松　
本　
好　
人

〃

　
稲　
見　
隆　
浩

常
勤
理
事　
中　
野　
信　
之

代
表
監
事　
松　
本　
定　
幸

監

事　
田　
中　
義　
博

〇
幌
加
内
町
観
光
協
会

会

長　
中　
南　
裕　
行

副

会

長　
髙　
山　
友　
樹

理

事　
谷　
川　
　
　
優

〃

　
中　
野　
信　
之

〃

　
井　
上　
憲　
明

〃

　
岩　
本　
更
太
郎

〃

　
田　
中　
冨
士
夫

〃

　
黒　
田　
綾　
子

〃

　
小　
関　
義　
明

監

事　
能　
代　
義　
秀

〃

　
下　
道　
裕　
市

事
務
局
員　
古　
屋　
大　
輔

〇
森
林
愛
護
組
合
連
合
会

会

長　
細　
川　
雅　
弘

副

会

長　
白　
坂　
孝　
司

〃

　
山　
下　
俊　
明

〇
連
合
北
海
道
幌
加
内
地
区
連
合

会

長　
原　
田　
和　
茂

副

会

長　
奥　
野　
博　
樹

○
税
経
対
策
協
議
会　

会

長　
中　
西　
　
　
博

事
務
局
長　
蔵　
前　
文　
彦

事
務
局
次
長　
谷　
岡　
正　
則

〃

　
平　
野　
利　
幸

監

事　
德　
重　
　
　
隆

〃

　
南　
谷　
秀　
明
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〇
農
業
者
年
金
協
議
会

会

長　
鈴　
木　
　
　
努

○
士
別
警
察
署

幌
加
内
駐
在
所　
上　
野　
英　
樹

朱
鞠
内
駐
在
所　
千　
葉　
　
　
豪

〇
空
知
森
林
管
理
署
北
空
知
支
署

支

署

長　
小
野
寺　
　
　
功

〇
北
海
道
大
学
北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー

　
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
雨
龍
研
究
林

林

長　
吉　
田　
俊　
也

○
郵
便
局

幌
加
内
郵
便
局
長　
川　
原　
　
　
誠

朱
鞠
内
郵
便
局
長　
田　
中　
義　
博

○
北
空
知
信
用
金
庫

幌
加
内
支
店
長　
下　
道　
裕　
市

〇
幌
加
内
町
建
設
業
協
会　

会

長　
三
津
橋　
　
　
央

副

会

長　
関　
口　
俊　
司

事
務
局
長　
菊　
地　
康　
司

○
役　
場

▽
総
務
課

課

長　
大　
野　
克　
彦

庶
務
係
長
兼
職
員
厚
生
係
長

　
安　
藝　
　
　
修

庶
務
係
主
査　
堺　
　
　
秀　
樹

庶
務
係
兼
出
納
室
出
納
係

 

　
大　
家　
　
　
絢

庶
務
係
兼
職
員
厚
生
係

 

　
荒　
　
　
洸　
佑

庶
務
係
兼
防
災
係
兼
職
員
厚
生
係
兼

情
報
管
理
係　
　
仙　
丸　
海　
里

財
政
係
長　
菊　
地　
　
　
宏

管
財
係
長
兼
職
員
厚
生
係

　
加　
藤　
洋　
恵

財
政
係
兼
管
財
係
兼
出
納
室
出
納
係　

 

　
丹　
波　
　
　
洋

税
務
係
長　
三　
浦　
依
理
子

税

務

係　
村　
上　
隼　
哉

情
報
管
理
係
長
兼
庶
務
係
兼
防
災
係

兼
広
報
統
計
係　
椿　
　
　
英　
万

防
災
係
長
兼
広
報
統
計
係
長
兼
管
財
係

 

堀　
川　
剛　
史

広
報
統
計
係
兼
防
災
係
兼
情
報
管
理

係
兼
税
務
係　
　
猪　
谷　
祐　
介

▽
出
納
室

会
計
管
理
者　
大　
野　
克　
彦

出

納

係　
小　
林　
大　
輝

▽
朱
鞠
内
支
所

支

所

長　
竹　
脇　
　
　
剛

係

　
岡　
久　
貢　
太

▽
地
域
振
興
室

室
長
兼
企
画
調
整
係
長
事
務
取
扱

　
山　
本　
久　
稔

主
幹
兼
地
域
振
興
係
長
兼
そ
ば
振
興

係
長
事
務
取
扱　
野　
口　
卓　
也

そ
ば
振
興
係
兼
企
画
調
整
係
兼
地
域

振
興
係　
　
　
　
飯　
沼　
剛　
史

地
域
振
興
係
兼
企
画
調
整
係
兼
そ
ば

振
興
係　
　
　
　
西　
山　
慎　
也

（
兼
）
旧
Ｊ
Ｒ
深
名
線
跡
地
担
当
主

査
事
務
取
扱　
　
柏　
原　
　
　
潤

（
兼
）
旧
Ｊ
Ｒ
深
名
線
跡
地
担
当
係

北　
村　
卓　
也

▽
産
業
課

課

長　
村　
上　
雅　
之

主
幹
兼
林
務
係
長
事
務
取
扱

 

新　
江　
和　
夫

農
政
係
長
兼
畜
産
係
長

　
伊　
藤　
宗　
徳

農
業
振
興
係
長　
高　
木　
敏　
光

農
政
係
兼
畜
産
係
兼
農
業
振
興
係

 

松　
本　
隆　
史

林
務
係
主
査
兼
商
工
観
光
係
主
査
兼

水
産
係
主
査　
　
渡　
邉　
義　
夫

商
工
観
光
係
長
兼
水
産
係
長

 

　
松　
岡　
　
　
剛

地
籍
係
長　
柏　
原　
　
　
潤

地

籍

係　
北　
村　
卓　
也

課
長
補
佐
（
土
地
改
良
区
派
遣
）　

石　
黒　
政　
士

▽
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
（
兼
）村　

上　
雅　
之

セ
ン
タ
ー
次
長
（
嘱
託
）

笠　
井　
博　
文

セ
ン
タ
ー
事
務
長
（
兼
）

新　
江　
和　
夫

▽
建
設
課

課

長　
小
野
田　
倫　
久

主
幹
兼
水
道
係
長
兼
下
水
道
係
長
事
務

取
扱
（
技
術
長
）　
髙　
田　
英　
樹

主
幹
兼
土
木
係
長
事
務
取
扱

 

山　
田　
英　
樹

主
幹
兼
建
築
係
長
事
務
取
扱　

 

藤　
田　
夏　
樹

建
築
係
兼
土
木
係
兼
管
理
係　

 

奥　
　
智　
之

管
理
係
長
兼
水
道
係

　
塚　
田　
裕　
紀

水
道
係
兼
下
水
道
係

 

　
梅　
津　
孔　
希

▽
除
雪
セ
ン
タ
ー

所
長
兼
管
理
係
長
兼
車
両
係
長

木　
下　
敏　
夫

管
理
係
兼
車
両
係　
佐　
藤　
　
　
淳

▽
住
民
課

課

長　
竹　
谷　
浩　
昌

課
長
補
佐
兼
住
民
生
活
係
長
事
務
取
扱

 

加　
藤　
誠　
一

主
幹
兼
国
民
健
康
保
険
医
療
係
長
兼

後
期
高
齢
者
医
療
係
長
事
務
取
扱

岩　
本　
美
佐
江

環
境
衛
生
施
設
係
長
兼
環
境
衛
生
係
長　

山　
谷　
弘　
一

戸
籍
年
金
係
長
兼
環
境
衛
生
係

加　
藤　
美　
幸

環
境
衛
生
係
兼
戸
籍
年
金
係

佐　
藤　
雪　
枝

国
民
健
康
保
険
医
療
係
兼
後
期
高
齢
者

医
療
係
兼
戸
籍
年
金
係
兼
住
民
生
活
係

 
大　
家　
　
　
優

▽
保
健
福
祉
課

課

長　
中　
河　
滋　
登

課
長
補
佐　
木　
下　
八
代
恵

あ
ん
し
ん
介
護
係
長
兼
介
護
保
険
係

北　
村　
康　
栄

介
護
保
険
係
長
兼
し
あ
わ
せ
福
祉
係

 

　
相　
澤　
雅　
彦

し
あ
わ
せ
福
祉
係
長
兼
す
こ
や
か
保
健
係

 

山　
本　
め
ぐ
み

す
こ
や
か
保
健
係
長
兼
住
民
課
国
民
健

康
保
険
医
療
係 　
伊　
藤　
理　
加

す
こ
や
か
保
健
係
長
兼
住
民
課
国
民
健

康
保
険
医
療
係 　
宮　
内　
智　
子

す
こ
や
か
保
健
係
兼
住
民
課
国
民
健

康
保
険
医
療
係　
寺　
林　
和　
哉

理
学
療
法
士
兼
あ
ん
し
ん
介
護
係
主
査

小　
本　
　
　
剛

（
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
）

セ
ン
タ
ー
長
（
兼
）　森　

㟢　
龍　
郎

事
務
長
（
兼
）　
中　
河　
滋　
登

〇
教
育
委
員
会

教
育
次
長
兼
社
会
教
育
課
長

清　
原　
吉　
典

学
務
課
長
兼
学
校
教
育
係
長
兼
総
務

係
長
事
務
取
扱　
内　
山　
　
　
渉

車
両
係
長
兼
総
務
係
主
査
（
兼
）

三　
上　
賢　
逸

車

両

係　
佐　
藤　
和　
俊

学
校
教
育
係
兼
総
務
係
兼
社
会
教
育
係

 

　
西　
成　
亜
姫
奈

社
会
教
育
係
長　
野　
村　
道　
宏

社
会
教
育
係
兼
総
務
係

川
内
谷　
晋　
吾

生
涯
学
習
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

水　
上　
尚　
澄

事
務
長
（
高
校
）　
髙　
田　
美　
穂

〇
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
　

長　
清　
原　
吉　
典

次
長
兼
業
務
係
長　
三　
上　
賢　
逸

技
術
係
長
兼
業
務
係

 

　
佐　
藤　
和　
俊

栄
養
士
（
栄
養
教
諭
）

　
山　
口　
雅　
司

〇
幌
加
内
診
療
所　

所

長　
森　
﨑　
龍　
郎

事

務

長　
蔵　
前　
裕　
幸

医
事
係
長
兼
庶
務
係
長

 

　
金　
森　
愛　
華

（
兼
）
理
学
療
法
士

　
小　
本　
　
　
剛

看
護
師
長　
水　
谷　
裕　
美

准
看
護
師　
畠　
山　
　
　
泉

〇
朱
鞠
内
診
療
所

所

長　
大　
山　
和　
彦

〇
町
立
歯
科
診
療
所

医

師　
堀　
　
　
直　
央

2018.17



　12月10日（日）に双葉保育園でおゆうぎ会が行
われました。
　かわいい衣装を着た園児たちが、少し照れくさそ
うに、うたやマーチング、和太鼓などを披露しまし
た。見に来てくれたお父さんやお母さんたちから温
かい拍手が贈られ、とても微笑ましい１日となり
ました。

　町内で製粉会社を営む坂本勝之さんと、従業員の
西村光大さんが12月５日（火）、「ねむり雪そば」の
仕込みを行いました。
　７俵分の玄そば（品種：ほろみのり）を雪の中に
半年以上、低温熟成したそばの実となります。
　来年の「幌加内そばの日（毎年７月31日）」ごろ「ね
むり雪そば」として味わうことができます。

　平成29年12月3日（日）士別市勤労者センターにおいて第33回士別市防犯少年剣道大会が開催されました。
　今年最後となるこの大会では、個人戦、団体戦ともに全ての部門で幌加内の剣士たちが優勝を手にし、今
年も優勝旗を幌加内に持ち帰ることが出来ました。
　昨年に続き個人戦に優勝した野原誠也くん（幌加内小４年）は、「先生方にたくさん稽古をつけてもらっ
たので、今年も優勝しようと思っていました。これからも色々な大会で勝ち進めるように頑張ります。」と
嬉しそうでした。
　幌加内関係分の成績は次の通りです。

　　　　　　　●個人戦●　　
基本試合の部　　
　　優　勝　森﨑優美子（幌加内小２年）
小学生低学年の部
　　優　勝　野原　誠也（幌加内小４年）
　　３　位　野村　埜明（幌加内小４年）
小学生高学年の部
　　優　勝　中村　大樹（幌加内小５年）
　　準優勝　安藝みなみ（幌加内小５年）
中学生の部　　　
　　優　勝　森﨑真結子（幌加内中２年）

　　　　　　　●団体戦●
小学生低学年の部　　優勝　幌加内（野村　埜明、稲見　拓真、野原　誠也）
小学生高学年の部　　優勝　幌加内（中村　大樹、野村　啓道、安藝　みなみ）
中 学 生 の 部　　優勝　幌加内（中村　星花、森﨑　真結子）

第33回士別市防犯少年剣道大会

「ねむり雪そば」に
雪のお布団を！

双葉保育園
　　～おゆうぎ会～
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Ｑ　
町
内
の
方
が
他
市
町
村
に
ふ
る

さ
と
納
税
を
し
て
い
る
か
と
思
い
ま

す
。
そ
う
す
る
と
幌
加
内
の
税
収
が

下
が
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
ど
れ
く
ら

い
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

総
務
課
長　
件
数
と
金
額
は
Ｐ
11
の

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
行
政
目
線
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
シ

ス
テ
ム
と
し
て
は
、
収
入
の
減
る
分

に
つ
き
ま
し
て
は
、
全
て
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
地
方
交
付
税
で
補
填
さ

れ
ま
す
。

　
本
町
に
影
響
が
出
る
部
分
は
、
交

付
税
で
補
填
さ
れ
な
い
部
分
が
25
％

あ
り
ま
す
。
そ
の
部
分
が
寄
付
さ
れ

た
自
治
体
の
減
収
に
繋
が
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
逆
に
言
え
ば
東
京
な
ど
は
、
多
く

の
方
が
地
方
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
し

て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
は
東

京
都
の
自
治
体
が
収
入
的
に
は
25
％

ほ
ど
減
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ　
中
央
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
が
平

成
31
年
度
に
取
り
壊
し
の
予
定
で
す

が
、
施
設
内
に
あ
る
機
能
は
今
後
、

ど
こ
に
移
転
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

町
長　
平
成
31
年
度
に
取
り
壊
す
こ

と
は
計
画
で
あ
っ
て
、
そ
の
年
度
に

「
絶
対
に
取
り
壊
す
」
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
ば
道
場
に
つ
い
て
は
、

い
わ
ゆ
る
中
央
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
そ
ば
道
場
は
、「
そ
ば
の
ま

ち　
幌
加
内
」
と
い
う
こ
と
で
、
地

元
の
方
が
利
用
さ
れ
る
、
あ
る
い
は

観
光
客
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
、
そ

う
い
っ
た
大
き
な
素
材
に
な
り
、
全

麺
協
の
認
定
道
場
に
も
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
移
転
す
る
場
合
は
、
そ
の

機
能
は
維
持
で
き
る
よ
う
に
、
認
定

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
規
模
に
は
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
グ
リ
に
つ
き
ま
し
て
、

建
設
当
初
は
ポ
ス
ト
、
中
央
生
活
改

善
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
ま
し
た
。
本
来
、

ア
グ
リ
が
全
て
の
機
能
を
持
っ
て
い

る
は
ず
だ
っ
た
の
で
す
が
、
お
葬
式

の
方
で
、
遺
族
の
控
え
室
、
お
坊
さ

ん
の
控
え
室
、
賄
い
場
所
な
ど
、
そ

う
い
っ
た
機
能
が
少
し
不
足
し
て
い

る
面
も
あ
り
ま
す
。

　
冠
婚
葬
祭
と
い
う
意
味
で
は
、
今

の
ア
グ
リ
に
少
し
手
を
加
え
れ
ば
、

対
応
は
可
能
と
い
う
構
想
は
持
っ
て

い
ま
す
。

Ｑ　

Ｗ
Ｃ
Ｓ
に
つ
い
て
、「
ホ
ー
ル

ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ　
イ
ネ
」
で

す
が
、
戸
別
所
得
補
償
で
10
ア
ー
ル

あ
た
り
８
万
円
が
支
援
さ
れ
て
い
ま

す
。
前
に
も
町
長
が
「
制
度
が
あ
る

か
ら
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
も

し
そ
れ
を
続
け
る
の
で
し
た
ら
、
移

植
に
す
れ
ば
い
い
の
で
す
。
直
播
で

行
い
、
残
留
土
規
制
が
あ
る
か
ら
、

除
草
剤
は
使
え
な
い
と
。
そ
う
で
は

な
く
、
移
植
に
す
る
手
立
て
を
指
導

す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

産
業
課
長　
Ｗ
Ｃ
Ｓ
に
つ
い
て
は
、

相
当
見
栄
え
が
悪
い
も
の
に
な
っ
て

い
る
こ
と
は
、
我
々
も
理
解
し
て
い

ま
す
し
、
基
本
的
に
経
営
所
得
安
定

対
策
の
支
出
を
決
定
す
る
こ
と
は
、

幌
加
内
町
農
業
再
生
協
議
会
（
＝
再

生
協
）
が
行
っ
て
い
ま
す
。
再
生
協

の
中
で
も
、
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
こ

と
は
、
相
当
議
論
を
し
て
い
ま
す
が
、

な
か
な
か
指
導
が
う
ま
く
い
っ
て
い

な
い
と
い
う
状
況
で
す
。

　

先
ほ
ど
言
わ
れ
た
よ
う
に
、「
直

播
が
良
い
の
か
」、「
移
植
が
良
い
の

か
」
の
話
に
な
り
ま
す
と
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
や
る
側
の
人
の
考
え
も

あ
り
ま
す
し
、
昨
年
に
つ
い
て
は
、

1
回
、
春
に
植
え
て
、
ダ
メ
だ
っ
た

と
こ
ろ
は
蒔
き
直
し
を
さ
せ
て
い
る

事
例
も
あ
り
ま
す
。

　
や
れ
る
指
導
は
や
っ
て
い
る
つ
も

り
で
は
い
ま
す
が
、
し
っ
か
り
と
し

た
成
果
が
上
が
る
よ
う
な
も
の
に

な
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
現
状

で
す
。

　
再
度
、
再
生
協
の
会
議
の
場
で
そ

の
よ
う
な
話
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
提

案
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
29
年
度

町
政
懇
談
会（
上
幌
加
内
自
治
区
）を
実
施

　平
成
29
年
11
月
24
日
（
金
）
に
上
幌
加
内
自
治
区
で
町
政
懇
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
政
全
般
に
つ
い
て
、

自
治
区
の
皆
さ
ま
の
率
直
な
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お
伺
い
し
、
今
後
の
町
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　今
回
も
、
懇
談
会
で
話
題
に
な
り
ま
し
た
要
望
、
主
な
意
見
な
ど
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　※
質
問
・
回
答
に
つ
き
ま
し
て
は
、
内
容
を
要
約
し
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
上
幌
加
内
自
治
区

11
月
24
日（
金
）
15
時
00
分
～

上
幌
加
内
会
館

参
加
者

　12
名
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平成30年１月１日現在、幌加内町に住んでいる方は、住民税の申告または確定申告により、平成29年中の所得
を申告していただくことになっています。申告をされないと、所得証明が発行されなかったり、国民健康保険
税の軽減制度が適用されなかったりする場合がありますので、忘れずに申告してください。

住民税・確定申告の受付期間は平成30年２月16日（金）から
平成30年３月15日(木）までです。（土日除く）

□ 確定申告（所得税の申告・還付申告）が必要な方
●サラリーマンで給与の年収が２千万円を超える方　　●給与以外の所得金額が年間20万円を超える方
●２ヶ所以上から給与を受けている方　　●事業をしている方、地代や家賃収入（不動産収入）のある方
●土地や建物（不動産）を売った方　　●給与所得者で、年の途中で退職された方
●医療費控除の対象となる医療費の支払いがある方

※医療費控除受ける方（平成29年中に支払った医療費から、保険金等で補填される金額を差引いた残高が10万円以上、
又は所得の５％以上である場合）

●医療費控除の特例（セルフメディケーション税制）の対象となるスイッチＯＴＣ医薬品の購入対価を支
払った方

  ※医療費控除の特例を受ける方（平成29年中に支払ったその対価の合計額が１万２千円を超える場合）
 
□ 住民税の申告が必要な方
●平成30年１月１日現在、幌加内町に住民登録されている方

※ただし、次の項目に該当する方は必要ありません
①　確定申告をしている方
②　事業所等からの給与支払報告書が提出され、年末調整をした給与以外に所得のない方

住民税申告、確定申告（所得税の申告・還付申告）に必要なもの
●印鑑（認印で可）
●農業所得、事業所得、不動産所得などがある方…収入・支出（経費等の内訳）がわかる書類
●給与所得、年金所得などがある方…給与所得源泉徴収票、公的年金源泉徴収票
●生命保険料等の控除を受ける方…保険料支払証明書　　
●医療費控除を受ける方…医療費の領収書
●国民年金保険料の社会保険料等控除を受ける方…日本年金機構交付の証明書

　本人確認書類を添付することとなっておりますので、マイナンバーカード（個人番号カード）をご持参
ください。マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちでない方は、次の書類をご持参ください。

①番号確認書類《本人のマイナンバーを確認できる書類》
　◆通知カード　　
　◆住民票の写し（マイナンバーの記載があるものに限ります）のいずれかをご持参ください。
②身元確認書類 《記載したマイナンバーの持ち主であることを確認できる書類》
　◆運転免許証　　◆公的医療保険の被保険者証（保険証）　　◆パスポート　　◆在留カード
　◆身体障害者手帳　などのいずれかをご持参ください。

□ 住民税の住宅ローン控除の適用を受けるためには、毎年住民税の申告が必要となります！
●平成30年１月１日現在、幌加内町に住民登録されている方で平成29年分の所得税から控除しき

れない住宅ローン控除額が発生した方は、平成30年３月15日（木）までに、「町民税道民税　住
宅借入金等特別税額控除申告書」を提出してください。

お問合せ先
　住民税に関すること　役場総務課税務係　　電話　３５－２１２１（内線１１５）
　所得税に関すること　深川税務署　　　　　電話　０１６４－２３－２１９１

2018.1 10



士別警察署かわら版
～１月10日は１１０番の日～

　１月10日は１１０番の日です。
　１１０番は警察への緊急な事件・事故等の通報の際に利
用する電話番号です。事件・事故を見たり聞いたりした
場合には警察への１１０番通報をお願いします。
　また、緊急時以外の警察への電話は士別警察署の代
表電話か「#９１１０」をご利用ください。
士別警察署　㈹0165－23－0110

※クーポンは切り取り、ご提示願います。

　日頃より、道の駅「森と湖の里ほ
ろかない」をご利用いただきありが
とうございます。道の駅では、町民
の皆様に対して毎月クーポンを発行
することといたしましたので、ご利用
いただきますようお願いいたします。

道の駅クーポン

人　　数 寄付金額 控 除 額
（町道民税）

控 除 額
（町民税）

町減収額
（25％）

18名 714,000円 546,038円 327,621円 81,905円

平成28年ふるさと納税の公表平成28年ふるさと納税の公表平成28年ふるさと納税の公表

平成29年度自衛官等募集及び
平成30年度予備自衛官補
募集案内
●自衛官候補生（男女）

応募資格：日本国籍を有し採用予定月の１日現在、
18歳以上27歳未満の男女

受付期間：年間を通じて行っております。※採用
予定数に達した場合は実施しません。

試験期日：平成30年1月12日（金）・13日（土）
試験会場：自衛隊旭川地方協力本部（旭川市春光町）
　

●防衛大学校学生一般（後期）
応募資格：日本国籍を有し、平成29年4月1日現在

18歳以上21歳未満の男女
　　　　　（高卒・見込み含む）
受付期間：平成30年1月20日（土）～26日（金）
試験期日：第1次試験：2月17日（土）
試験会場：陸上自衛隊札幌駐屯地（札幌市中央区）
　

●予備自衛官補（一般）
資　　格：日本国籍を有し、平成30年7月1日現在

18歳以上34歳未満の者
受付期間：平成30年1月9日（火）～4月6日（金）
試験期日：4月14日（土）～18日（水）いずれか1日
試験会場：陸上自衛隊旭川駐屯地（旭川市春光町）
　

●お問い合わせ先
自衛隊旭川地方協力本部　南地区隊
（TEL：0166-54-5617）又は役場窓口まで

　林野庁北海道森林管理局では、国民の皆様に国有林
の役割や現状等を理解いただくとともに、国民の幅広
い意見を把握し国有林野の管理経営に役立てるため、
平成30・31年度の「国有林モニター」を下記のとお
り募集します。

■募集定員　48名
■依頼期間　平成30年４月～平成32年３月（２年間）
■依頼内容　・国有林や森林・林業に関するアンケー
ト調査への回答・モニター会議・現地見学会への出席
・国有林野の管理経営に関する意見・提言などの提出
■応募資格　北海道にお住まいで、国有林に関心の
ある満20歳以上（平成30年４月１日時点）の方
※国会・地方議会議員、地方公共団体の長、常勤の国
家公務員、林野庁ＯＢ、森林・林業担当の自治体職員
及び平成28・29年の国有林モニターは除きます。
■募集期限　平成30年２月23日（金）（必着）
■応募方法　次の必要事項をご記入の上、郵送・Ｆ
ＡＸ・メールのいずれかの方法でご応募ください。（１）
氏名（ふりがな）（２）性別（３）住所（４）郵便番号（５）
生年月日・年齢（６）職業（７）電話番号（８）国有
林モニターを知ったきっかけ（○○新聞、○○のホー
ムページなど）（９）応募理由（100字程度）
※ご応募いただいた個人情報は、国有林モニターに関
する目的以外には使用いたしません。
■応募先　〒064-8537　札幌市中央区宮の森3条7
丁目70番　北海道森林管理局　企画課　国有林モニ
ター担当　☎011-622-5228　FAX 011-622-5194　
Ｅメール　h_kikaku@rinya.maff .go.jp

国有林モニター募集

　ふるさと納税の状況について、本町に在中の方がふるさと納税を利用
し、他市町村へ寄付しますと、居住地の個人住民税が軽減されるため、
その分の本町の税収が減ることに繋がります。
　下記の表では、町の減収額について公表いたします。

せいわ温泉ルオント
入浴料

大人500円→400円
子供250円→200円

　
平成30年２月28日まで有効
※有効期限内、何度でも利用可。
他サービス券等の併用不可

✂

✂
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平成29年　幌加内町の主なできごと
１月
１日　スキー場町民開放
８日　幌加内消防「出初式」
　　　成人式
９日　朱鞠内湖漁協安全祈願祭
11日　小中学生書初め大会
17日　自治区長会議
19日　第１回議会臨時会
　　　町功労者・産業貢献者表彰式

２月
11日　母子里クリスタルパーク
　　　クリスタルピークス
　　　「ライトアップ」
14日　第９回ほろたちジュニアアル

ペン競技大会
15日　幌高「わが村は美しく」表彰

式
23日　幌加内町農業関連試験研究報

告会

３月
１日　幌加内高校「卒業式」
８～16日　第１回議会定例会
11日　幌加内中学校「卒業式」
15～16日　予算審査特別委員会
17日　幌加内小学校「卒業式」　
18日　朱鞠内小学校「卒業式」
24日　みゆき保育所「卒園式」
25日　双葉保育園「卒園式」

４月
１日　双葉保育園「入園式」
２日　ONEWAY CUP第18回ほろたちジャイ

アントスラローム競技大会
６日　幌加内小学校「入学式」
　　　朱鞠内小学校「入学式」
　　　幌加内中学校「入学式」
　　　放課後児童クラブ「入所式」
10日　幌加内高校「入学式」
　　　みゆき保育所「進級式」
26日　春の防火パレード（写真②）

５月　
１日　第２回議会臨時会
　　　幌加内土地改良区「通水式」
９日　牛魂碑慰霊祭・馬頭観音慰霊祭
16日　町内合同清掃活動

21日　第32回東京幌加内会
24日　春の交通安全・林野火災予防パレード
25日　第３回議会臨時会
26日　朱鞠内湖湖水開き・雨竜ダム建設殉職者

及び水難事故者慰霊祭
27日　あさひかわ幌加内会　

６月
４日　幌加内中学校「体育大会」
　　　ほろかない湖公園開き
10日・13日　幌加内小学校「運動会」
11～25日　厳寒清流さらしそば販売
17日　三自治区合同運動会
18日　三頭山「山開き」
22日　第２回議会定例会
30日　戦没者追悼式

７月
３日　幌加内小学校「サッカー教室」
７日　青少年非行防止・社明運動合同町内パレード
９日　北海道BIGSKYぐるっとライド
16日　衆議院小選挙区６区へ
20日　商工会ビールパーティー
20～８月24日　町政懇談会（町内5会場）
27日　幌加内消防演習
　　　消防功労者表彰式
　　　災害対策懇談会
29日～９月３日　政和アートフェス
31日　幌加内そばの日

８月
４日　双葉保育園「七夕・盆踊り」
５日　第36回朱鞠内湖湖水祭
５～６日　そばの花道（写真③）

９日　上幌加内自治区創立100周年記念式典
15日　第33回厳寒まつり
18～20日　中野湖宵選手
　　　　　第47回全国中学生剣道大会に出場
21日　全国高校生そば打ち選手権
　　　（幌加内高校：個人・団体優勝）
27日　町開基120年記念～町民焼肉パーティー
　　　（写真①）

9月　
３～４日　第24回幌加内町新そば祭り
　　　　　（来場者：54,000人）
８日　土地改良区「断水式」
９日　幌加内中学校「学校祭」
10日　双葉保育園「運動会」
14日　第３回議会定例会

10月
１日　朱鞠内小学校100周年記念事業
２日　ほろみん号　正式路線運行開始
13日　福祉・老人のつどい
14日　幌加内小学校「学芸会」
　　　朱鞠内小学校「学芸会」
20日　生涯学習フェスティバル「児童生徒芸能発

表会」
20日～11月３日　生涯学習フェスティバル「一般

作品展示」
22日　第48回衆議院議員総選挙～投開票日～
　　　福祉スポーツ大会
23～26日　決算審査特別委員会
24日　交通安全町民集会・交通安全啓発・秋の防火

パレード
28日　第41回産業祭
29日　生涯学習フェスティバル「ピアノ発表会」

■2018ｰ1　№745　平成30年1月号 （12月26日　発行）
■発行　幌加内町　■北海道雨竜郡幌加内町字幌加内　℡(0165)35ｰ2121　■印刷　株式会社須田製版

11月
３日　生涯学習フェスティバル
　　　「一般芸能発表会」
12日　第29回町民ミニバレー大会
19日　第８回郷土うたの集い
22日　税を考える週間書道展「表彰式」（町内各学校）
24日　町政懇談会（上幌加内自治区）
26日　日本ハムファイターズ～応援大使抽選会～
　　　（西川遥輝選手・浦野博司選手に決定）

12月
１日　ほろたちスキー場安全祈願祭
７日　自治区長会議
10日　双葉保育園「おゆうぎ会」
12日　双葉保育園「おもちつき会」（写真④）
15日　第４回議会定例会
27日　暴力追放運動街頭啓発

☞編集室から☜　皆様、新年明けましておめでと
うございます。本年も「広報ほろ
かない」をよろしくお願いします。
　さて、新しい年を迎えることは、
とても新鮮な気持ちになります
ね。皆様は今年の目標や抱負を
決めていますか？今年は、新たに
始めてみたいこと、今まで挑戦で
きなかったことなどを、思い切って
チャレンジしてみる年にできたらい
いですね。

15～16日　予算審査特別委員会
17日　幌加内小学校「卒業式」　

７月

　　　町功労者・産業貢献者表彰式
❶

❷

❸

❹
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